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ご あ い さ つ 

 

荻野 静男 

早稲田大学オペラ／音楽劇研究所長 

 

本日はご来場いただき、心より感謝申し上げます。このたび早稲田大学オペラ／音楽劇研究

所はバロック・オペラのシンポジウムを開催する運びとなりました。これもひとえに皆様のご

支援の賜物と、深く感謝しております。 

ご存じのように、バロック・オペラは今世紀に入りヨーロッパではますます上演回数が増

え、バロック期の古いオペラがステージ上によみがえっています。こうした状況をふまえ、当

オペラ／音楽劇研究所においても昨年度「バロック・オペラ」ワーキンググループが発足し、

バロック・オペラに多大な関心を寄せる方々が活発な研究を行っております。本日はそのメン

バーの研究発表とともに、演奏家のパフォーマンスもございます。皆様におかれましては、日

頃の研究成果をお聴きになると同時に、演奏の方もお楽しみいただければ幸いです。 

なお本シンポジウムへの早稲田大学総合研究機構からの助成金に深謝する次第です。 

 

 

大河内 文恵 

オペラ／音楽劇研究所「バロック・オペラ」ワーキンググループ代表 

 

本日は「モンテヴェルディ生誕 450 年記念シンポジウム：モンテヴェルディのオペラから広

がるバロック・オペラの世界」にお越しくださいまして、ありがとうございます。このシンポジ

ウムは、早稲田大学総合研究機構オペラ／音楽劇研究所内の「バロック・オペラ」ワーキンググ

ループのメンバーが中心となって企画したものです。当ワーキンググループは、2016 年 6 月に、

17～18 世紀のオペラおよびその周辺領域の研究者 11 人で活動を開始いたしました。月 1 回の

ミーティングでは各自で持ち寄った発表をおこない、情報交換をすることによって、普段いかに

自分の専門領域の狭い視野からモノを見ているかに気づかされることが少なくありません。共

同研究としてはまだまだ発展途上の私たちですが、このシンポジウムを通して、いつもの刺激に

満ち盛り上がっている様子の一端を感じていただけたら幸いです。本シンポジウム開催にあた

っては、多くのかたにご助力をいただきました。早稲田大学総合研究機構オペラ／音楽劇研究所

には企画、助成金申請、広報、会場提供などさまざまな点から支えていただきました。また、早

稲田総合研究機構のシンポジウム助成金によって、シンポジウム開催の経済的基盤を整えるこ

とができました。研究発表に加えて、発表内容と連動した実演をおこなうという今回の形態は、

演奏してくださる方々や楽器の手配など、このような基盤がなければ実現不可能でした。厚く御

礼申し上げます。 
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プ ロ グ ラ ム 
 

13:00～ 

開会挨拶：荻野 静男 

趣旨説明：萩原 里香 

 

第 1 部 イタリア 
司会 宮川 直己 

発表 1：大崎 さやの 

《ポッペーアの戴冠》の台本作家ブゼネッロについて ～歴史上の人物を扱った最初のオペラ作家～ 

発表 2：辻 昌宏 

カヴァッリの《エリオガバロ》は何故、上演中止になったのか？ 

発表 3：萩原 里香 

古代ローマ皇帝を題材としたオペラ ～イタリア・オペラを対象として～ 

 

演奏 1：黒田 大介(T)・末吉 朋子(S)・中谷 路子(Cem) 

モンテヴェルディ《ポッペーアの戴冠》第 3 幕より Nerone&Poppea "Pur ti miro" 

演奏 2：黒田 大介(T)・中谷 路子(Cem) 

ヴィヴァルディ《離宮のオットーネ》第 2 幕より Ottone "Compatisco il tuo fiero tormento" 

 

休憩 15 分 

15:00～ 

第 2 部 ドイツ・ロシア 
司会 大野 はな恵 

発表 4：荻野 静男 

ラインハルト・カイザーのオペラ ～ローマ皇帝ものを中心に～ 

発表 5：大河内 文恵 

18 世紀半ばのドイツ諸都市における古代ローマ史劇によるオペラの状況～C.H.グラウン《ブリタニコ》を例に～ 

発表 6：森本 頼子 

エリザヴェータ女帝時代（1741～62 年）のロシア宮廷におけるオペラ・セリア上演 

～古代ローマ史劇を題材とした作品を中心に～ 

 

演奏 3：黒田 大介(T)・中谷 路子(Cem&P) 

カイザー《オクタヴィア》第 1 幕より Piso "Porto il seno" 

演奏 4：末吉 朋子(S)・中谷 路子(P) 

グラウン《ブリタニコ》第 2 幕より Agrippina "Mi paventi il figlio indegno" 

 

休憩 15 分 

16:40～ 

第 3 部 全体討論および、その他の地域の傾向 
司会 岩佐 愛 

報告 1：中村 良 

”ローマ物”への抵抗：17-18 世紀フランスにおける音楽劇作品の題材 

報告 2：吉江 秀和 

J.C.バッハの《カラッタコ Carattaco》(1767 年ロンドン・キングズ劇場初演) 

～ロンドンで上演された古代ローマ帝国にまつわるオペラ～ 

 

演奏 5：末吉 朋子(S)・中谷 路子(P) 

J.C.バッハ《カラッタコ》第 3 幕より Trinobanta "Non è ver, che assise in trono" 

 

閉会挨拶 大河内 文恵 
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モンテヴェルディ生誕 450 年記念シンポジウムにおいて 

クラウディオ・モンテヴェルディとオペラ 

Claudio Monteverdi e Opere liriche 

萩原 里香 

クラウディオ・モンテヴェルディ（1567-1643）が初めてオペラを作曲したのは、1607 年のマントヴァ

でのことである（もっとも音楽で物語を展開していく舞台作品を「オペラ」と呼ぶのはまだ先のことであ

る）。1600 年頃からフィレンツェでは音楽を用いた舞台作品が数々創作され、それは周辺の都市へも広が

り始めていた。芸術文化に造詣の深かったゴンザーガ家が治める北イタリアの都市マントヴァは、フィレ

ンツェにも劣らぬ音楽文化を発展させていた。この地で宮廷楽長として仕えていたモンテヴェルディは、

君主の命によりオペラを作曲することになる。台本を書いたのは宮廷書記のアレッサンドロ・ストリッジ

ョである。そのとき制作された作品が《オルフェーオ Orfeo》であり、題材となったのは、オウィディウ

スの『変身物語』及びウェルギリウスの『農耕詩』から採られたオルフェーオとエウリディーチェの物語

である。モンテヴェルディはその翌年にも、公子フランチェスコの婚礼のために、オッターヴィオ・リヌ

ッチーニ台本の《アリアンナ Arianna》（音楽消失）を作曲している。 

マントヴァを去った後のモンテヴェルディは、ヴェネツィアへと移り、没するまでサン・マルコ大聖堂

の楽長を務めることになるが、宮廷を持たないこの地では、貴族の私邸での祝い事のために依頼を受けた

り、別の街から依頼されたりすることはあったものの、オペラを制作する機会をほとんど持たなかった。

彼の晩年になってようやく、ヴェネツィアに公開のオペラ劇場、つまり、チケットを購入すれば身分に関

係なく鑑賞ができる劇場が作られ、これまで貴族だけが享受する文化だったオペラが一般市民にも広がっ

たのである。1637 年のことである。 

こうして再びオペラを創作する機会を持ったモンテヴェルディは、1639-40 年の謝肉祭のために、ジャ

コモ・バドアーロの台本による《ウリッセの帰郷 Il ritorno d’Ulisse in patria》を作曲した。これは、ホメ

ーロスの『オデュッセイア』を題材に、主人公オデュッセウス（イタリア名：ウリッセ）が 20 年の放浪の

のちに帰郷する、トロイア戦争の後日談を取り上げたものである。上演された劇場はおそらくサンティ・

ジョヴァンニ・エ・パオロ劇場であった。そして同劇場で、1642-43 年の謝肉祭のために上演されたのが、

ジョヴァンニ・フランチェスコ・ブゼネッロ台本の《ポッペーアの戴冠 Incoronazione di Poppea》である。 

現在上演できる形で楽譜が現存しているモンテヴェルディのオペラは、《オルフェーオ》、《ウリッセの帰

郷》、《ポッペーアの戴冠》の 3 つである。その他音楽が失われてしまった作品も含めても、彼がこのジャ

ンルに携わったころからギリシア神話をその題材としてきたことがわかる。この点はなにもモンテヴェル

ディだけの傾向ではない。しかし、最後の作品だけがギリシア神話ではないものから題材を取っており、

それには注目せざるをえない。彼が没年に作曲した《ポッペーアの戴冠》は、古代ローマ皇帝とその愛人

の物語を扱っており、ギリシア神話以外から題材が取られた初めての世俗オペラである。この作品以降、

初演地であったヴェネツィアはもちろん、イタリア内外で制作されるオペラの題材が多様になっていった

と言えるだろう。 

 

 2017 年は、1567 年に生まれたクラウディオ・モンテヴェルディの生誕 450 年にあたる。本シンポジウ

ムはその記念イベントとして、《ポッペーアの戴冠》と同題材である古代ローマ史劇という歴史的題材を扱

ったオペラがどのように各国で発展したのか、モンテヴェルディから始まるレパートリー展開の再考を目

指すものとして企画された。第 1 部ではオペラ発祥の地であり、古代ローマを有したイタリア（当時は都

市国家であり、現在のイタリアのような“国”ではないが、大きくイタリア語圏を指す）での状況、第 2 部

ではドイツ（同様、ドイツ語圏を指す）、そしてロシアといったイタリア・オペラの影響が強かった地域、

第 3 部ではそれ以外の地域として、フランスとイギリスの例についての報告をまじえつつ、全体討論を行

なう。また各部の最後には、研究発表内容に関わる作品の生演奏を添える。 
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シンポジウム参加「バロック・オペラ」ワーキンググループ メンバー紹介（五十音順） 
 

岩佐 愛 Iwasa Megumi（武蔵大学 准教授） 
国際基督教大学教養学部卒業後、英国ヨーク大学大学院（18 世紀研究センター）で学際研究と美術史を学ぶ。専門
はイギリス 18 世紀研究（美術史、諸芸術論、庭園美学）。音楽史上の主な関心は 18 世紀イギリスにおけるヘンデ
ル作品上演の文化的文脈。関連論文：「捨子養育院における芸術と慈善 ― ヘンデルの＜メサイア＞慈善演奏会の
背景」（『武蔵大学人文学会雑誌』2010 年）など。 日本ヘンデル協会会員。 

 

大河内 文恵 Okouchi Fumie（東京藝術大学 音楽総合研究センター勤務／「バロック・オペラ」ＷＧ代表） 
東京藝術大学大学院音楽研究科博士後期課程音楽学研究領域修了。博士（音楽）。J.A.ハッセを中心に 18 世紀ドイツ
のオペラ、教会音楽を研究。主要論文に「《クレオーフィデ》と《インドのアレッサンドロ》の間：J. A. ハッセのオ
ペラ改訂に関する一試論」（ 演劇映像学 2010 第 3 集）、「研究ノート：フリードリヒ＝アウグスト 1 世・2 世時代に
おけるザクセン宮廷のオペラ上演」（日本 18 世紀学会年報第 31 号）他。東京藝術大学附属高等学校 非常勤講師。 

 

大崎 さやの Osaki Sayano（東京大学教養学部 非常勤講師） 
東京大学にて博士（文学）。専門はイタリアの演劇と文学。著書『オペラ学の地平』（共著、2009 年、彩流社）、『イ
タリアのオペラと歌曲を知る 12 章』（共著、2009 年、東京堂出版）、『キーワードで読む オペラ／音楽劇研究ハン
ドブック』（共著、2017 年、アルテスパブリッシング）他。訳書『アルフィエーリ 自伝』（共訳、2001 年、人文書
院）他。論文「Realtà e finzione nelle opere di Goldoni: sul tema della guerra」（地中海学研究第 38 号、2015 年）他。 

 

大野 はな恵 Ono Hanae（東京大学大学院総合文化研究科 学術研究員） 
東京大学大学院総合文化研究科 博士課程修了。博士（学術）。専門は音楽学と表象文化論。論文に「『バロック歌唱』
の成立と虚構性」「Vibrato in ‘Baroque singing’: Today’s singers’ views and practice」ほか。古楽復興運動に関する
研究を行う一方で、文化政策やエデュケーション・プログラムに関する研究に携わる。現在、昭和音楽大学 舞台芸
術政策研究所 研究員およびロームシアター京都リサーチャーを兼務。 

 

荻野 静男 Ogino Shizuo（早稲田大学政治経済学部 教授、オペラ／音楽劇研究所長） 
早稲田大学文学研究科 博士後期課程修了 芸術学・ドイツ語圏文化専攻（現在）。著書：『キーワードで読むオペラ／
音楽劇研究ハンドブック』（アルテスパブリッシング（共編著）2017 年）。論文：『イングマール・ベルイマンによる
《魔笛》の映画化』（早稲田大学政治経済学部「教養諸学研究」（138）2015 年）。研究ノート：『ジョゼフ・ロージー
監督のオペラ映画《ドン・ジョヴァンニ》のロケ地調査』（早稲田大学政治経済学部「教養諸学研究」（142）2017 年）。 

 

辻 昌宏 Tsuji Masahiro (明治大学 教授） 
あるときは英文学・イタリア文学の詩を読みつつ、またあるときはリブレットと音楽の親密にして込み入った関係
を探っている。著書『オペラは脚本（リブレット）から』（明治大学出版会）。共訳書にジョーゼフ・カーマン『ドラ
マとしてのオペラ』（音楽之友社）、『君の微笑みーエットレ・バスティアニーニ』（フリースペース）がある。 

 

中村 良 Nakamura Ryo（東京音楽大学付属図書館勤務） 
立教大学文学部文学科ドイツ文学専修卒業後、武蔵野音楽大学大学院に進学、同修士課程、博士後期課程修了（音
楽学）。専門はバロック舞曲の種類について。博士論文題目『ルイ 14 世治世下の王立音楽アカデミー（1671-1715）
で上演された劇場作品における舞曲――印刷資料に基づく統計的観点による考察』。日本音楽学会所属。 

 

萩原 里香 Hagihara Rika（東京藝術大学 教育研究助手／本シンポジウム企画責任） 
東京藝術大学大学院 音楽文芸博士課程修了。博士（学術）。2011～2013 年、イタリア政府給費奨学生としてボロー
ニャ大学へ留学。博士論文のテーマは、17 世紀北イタリアにおける音楽劇の上演責任者について。共著『キーワー
ドで読む オペラ／音楽劇研究ハンドブック』（アルテスパブリッシング、2017 年）。論文「「作曲家」エミーリオ・
デ・カヴァリエーリ再考」（『プロジェクト研究』12、2017 年）他。日伊学院他講師。 

 

宮川 直己 Miyagawa Naoki（東京ナオキーヴィオ音楽研究所 代表） 
イタリアのボローニャ大学文学部芸術学科音楽専攻にて『個人コレクションによる 19 世紀前半のオペラ台本の特
質と RADAMES システムによるアーカイブ化』の論文を発表しボローニャ大学で学位を得て帰国。帰国後イタリア
音楽関連のアーカイブ『東京ナオキーヴィオ音楽研究所』を設立。学術研究のほかオペラ演出、コンサートプロデ
ュースを手がけ、学術研究と音楽実践の結びつきの新たな視点を目指して活動を行っている。 

 

森本 頼子 Morimoto Yoriko（金城学院大学 非常勤講師） 
愛知県立芸術大学大学院音楽研究科博士後期課程（音楽学領域）修了。博士（音楽）。専門は、西洋音楽史およびロ
シア音楽史。主要論文に、「シェレメーチェフ家の農奴劇場（1775～97 年）におけるトラジェディ・リリック上演
の試み―領主ニコライとパリ・オペラ座の音楽家イヴァールの往復書簡を手がかりに」（『音楽学』第 60 巻、2014
年）。現在、金城学院大学、名古屋音楽大学、名古屋大学、各非常勤講師。 

 

吉江 秀和 Yoshie Hidekazu（杏林大学 非常勤講師） 
青山学院大学大学院文学研究科史学専攻博士後期課程満期退学。18 世紀ロンドンにおけるコンサートや楽譜出版など
音楽受容の調査・研究をおこなう。論文：「18 世紀末の古楽アカデミー ― サミュエル・アーノルドの指揮者就任の
背景に関する一考察 ― 」（『音楽学』第 58 巻 2 号、2012 年）、「1780 年から 1800 年にかけての古楽コンサートのプ
ログラムに見られるヘンデル作品の変化に関する一考察」(『杏林大学研究報告 教養部門』第 33 巻、2016 年)ほか。 
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演 奏 作 品 概 説 

 

１．《ポッペーアの戴冠》Incoronazione di Poppea  
ジョヴァンニ・フランチェスコ・ブゼネッロ台本／クラウディオ・モンテヴェルディ作曲（全 3 幕） 

初演：1643 年の謝肉祭の時期、ヴェネツィア、サンティ・ジョヴァンニ・エ・パオロ劇場 

演奏曲：第 3 幕より ネローネとポッペーアの二重唱 "Pur ti miro" 

モンテヴェルディ最後のオペラ。史実を題材にとった初の世俗オペラ作品。古代ローマ帝国第 5 皇帝ネローネ
の愛人であるポッペーアが皇后の座に就くまでの物語。今回演奏されるのは、障害を取り除き、愛を貫いたネ
ローネと戴冠したポッペーアによる最終場面の愛の二重唱である。この二重唱の作曲はモンテヴェルディでは
なく弟子の誰かが行なったと長年言われてきたが、近年、モンテヴェルディ本人作曲説も出るなど、研究者の
関心は途切れない。 

 

２．《離宮のオットーネ》Ottone in villa 
ドメーニコ・ラッリ台本／アントーニオ・ヴィヴァルディ作曲（全 3 幕） 

初演：1713 年 5 月 ヴィツェンツァ、ガルツェリーエ劇場 

演奏曲：第 2 幕より オットーネのアリア "Compatisco il tuo fiero tormento" 

ヴェネツィア出身のヴィヴァルディの最初のオペラ。古代ローマ皇帝オットーネはクレオニッラに惚れている
が、浮気性な彼女の関心はすでにカーイオに移っていた。そしてクレオニッラはオスティリオのことも気にな
り始めるのだが、彼は実は女性であり騙されていたことを知る。オットーネは彼女を許し、最後にはすべてが
元のさやに納まる。今回演奏されるのは、クレオニッラに捨てられたカーイオに向かって慈悲の言葉を述べる
オットーネのアリアである。この役は初演時にはコントラルトで演奏されている。 

 

３．《オクタヴィア》Octavia ～Die römische Unruhe, oder Die edelmühtige Octavia～（全３幕） 
バルトホルト・ファイント台本／ラインハルト・カイザー作曲 

初演：1705 年 8 月 5 日、ハンブルク、ゲンゼマルクト劇場 

演奏曲：第 1 幕より ピソのアリア "Porto il seno" 

アルメニアの王ティリダテスは妻のオルモエナとともに虜囚の身となりローマに連行されるが、皇帝ネロが彼
女に惚れ込み、結婚せんがためオクタヴィアに自殺を命じる。しかしピソがそれを防ぐとともに、ネロに対し
反乱を起こす。セネカのすすめでオクタヴィアは亡霊としてネロのもとに現れ、殺人の罪をなじる。彼は後悔
する。ファビウスがピソの反乱を鎮圧すると、ネロはオクタヴィアの存命を知り、ピソを赦す。ティリアデス
は王位を取り戻す。演奏されるアリアは、オクタヴィアへの想いを吐露するピソの愛の歌である。 

 

４．《ブリタニコ》Britannico 
レオポルト・デ・ヴィッラーティ台本／カール・ハインリヒ・グラウン作曲（全 3 幕） 

初演：1751 年 12 月 17 日、ベルリン、王立歌劇場 

演奏曲：第 2 幕より アグリッピーナのアリア "Mi paventi il figlio indegno" 

ローマの暴君ネローネは、すでにオクタヴィアと結婚しているにもかかわらず、義理の弟ブリタニコの許婚で
あるジューニアとの許されざる恋に落ちる。母アグリッピーナはそれを阻止しようとする。部下ナルチーゾの
説得で、義弟の暗殺を企て、毒を飲ませて成し遂げる。今回のアリアは、第 2 幕第 2 場でアグリッピーナが腹
心の侍女アルビーナに向かって、息子ネローネへの怒りを爆発させる場面。この後、アグリッピーナとネロー
ネとの全面対決となるが、その前段階である。 

 

５．《カラッタコ》Carattaco 
ジョヴァン・グアルベルト・ボッタレッリ台本／ヨハン・クリスチャン・バッハ作曲（全 3 幕） 

初演：1767 年 2 月 14 日、ロンドン、ヘイマーケットのキングズ劇場 

演奏曲：第 3 幕より トリノバンタのアリア "Non è ver, che assise in trono" 

紀元後一世紀のブリタニア。ローマの侵攻を食い止めていたシルリア族の王カラッタコが、ローマと友好関係
を結ぶブリガンテス族の女王カルティスマンドゥアによりローマ側に引き渡される。しかし処罰のため連行さ
れたローマでカラッタコが刑の執行前におこなった演説で皇帝クラウディウス・カエサルを感動させ一同、命
が救われる。このアリアは第３幕第１場で、ローマに送られたカラッタコとその家族らが大広間へ連行され、
処分がなされる前に、自分らが受けている屈辱に怒りを覚え、この状況に負けず清廉さを失わないことを誓う
娘のトリノバンタによって歌われる。 

 

イタリア語対訳作成：萩原 里香／ドイツ語対訳作成：荻野 静男 



6 

 

演 奏 者 紹 介 

黒田 大介 Kuroda Daisuke（テノール) 

日本大学藝術学部卒業，同大学院修了。ドイツ国立ヴュルツブルク音楽大

学大学院修了。文化庁新進芸術家海外研修制度研修員としてドイツへ留学。

ドイツ国内に於いて数多くの演奏会に出演した他，ロッシ《オルフェオ》，

モーツァルト《魔笛》，ラモー《イポリートとアリシー》に出演。国内で

は，サントリーホール《ポッペアの戴冠》を皮切りに，新国立劇場，びわ

湖ホール，日生劇場等の主催公演へ出演。また，《メサイア》《ミサ・ソ

レムニス》《第 9》《戴冠ミサ》《ハ短調ミサ》《レクイエム》《マトフェ

イ受難曲》等の宗教曲のソロを務める。2010 年東京室内歌劇場《ラ・カリ

スト》以来，古楽アンサンブル『アントネッロ』との共演も多く，〈オペ

ラ・フレスカ〉のモンテヴェルディオペラシリーズ 5 作全てに出演し，《オ

ルフェオ》ではタイトルロールを務める。丹羽勝海，吉田浩之，Endrik 

Wottrich，Christian Elsner の諸氏に声楽を，Holger Berndsen 氏歌曲解釈

を師事。第 14 回日本モーツァルト音楽コンクール奨励賞受賞。日本声楽ア

カデミー会員。 

 

末吉 朋子 Sueyoshi Tomoko（ソプラノ） 

国立音楽大学卒業、（財）日本オペラ振興会オペラ歌手育成部修了。05 年

国際オペラコンペティション「ドン・ジョヴァンニ」日本ブロック代表。 

東京室内歌劇場 40 周年記念公演「秘密の結婚(ナポリ初演用異稿)」では急

遽代役でエリゼッタ役で主演デビュー、音楽の友誌をはじめとする各誌で

絶賛された。その他、文化庁人材育成支援公演「魔笛(夜の女王)」日本オ

ペラ協会公演「天守物語（萩）」東京室内歌劇場公演「ラ・カリスト（カリ

スト）」「子供と魔法（火・うぐいす）」など多くのオペラ作品に出演。近年

では濱田芳通氏率いる古楽グループ「アントネッロ」と数多く共演し、「ポ

ッペアの戴冠（ドゥルジッラ）」「ウリッセの帰還（ジュノーネ）」など、イ

タリア初期バロック音楽の演奏でも好評を博している。 またベートーヴェ

ン「第九」などのソリストをはじめコンサートも多く出演している。 01 年

～03 年イタリアにて研鑽、イタリア国内でもソロリサイタルや数多くのコ

ンサートに出演。2015 年、モーツァルトのコロラトゥーラを収録した CD

「クラシカ」(STEREO 誌推薦盤)を発売。東京室内歌劇場会員、藤原歌劇

団団員。http://www.sueyoshitomoko.com 

 

中谷 路子 Nakatani Michiko（ピアノ） 

東京音楽大学音楽学部ピアノ専攻卒業。東京藝術大学別科ピアノ専修修了。

ウィーン、ハンガリー・リスト音楽院におけるマスタークラスにてさらに

研鑽を積む。声楽、室内楽、器楽のアンサンブル・ピアニストとして、国

内はもとより欧米の演奏家とも共演を重ね、信頼を得ている。2011 年に R.

ダヴィドヴィチ氏(vn)と共演した模様は「室内楽の奥深い世界が紡ぎ出さ

れた」とムジカ・ノーヴァ誌上で絶賛された。ソロではルーテル市ヶ谷、

津田ホール、東京オペラシティ等にてリサイタルを開催。現代劇とのコラ

ボレーションなど、ピアノに関わる幅広い領域で意欲的に活動している。

ピアノ・ソルフェージュを芦川紀子、ピアノを岡田敦子、K.ゲキチ、ピア

ノ・室内楽を K.ドラフィ、A.クユムジャン、オペラ・歌曲伴奏を森島英子

の各氏に師事。アンサンブル・ヴァリエメンバー。現在、お茶の水女子大

学大学院博士前期課程在籍中。相模女子大学非常勤講師。日本声楽家協会

コレペティトル会員。 
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企  画 

早稲田大学オペラ／音楽劇研究所「バロック・オペラ」ワーキンググループ 

monteverdipro@gmail.com 

（代表：大河内 文恵） 


